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月
定
例
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新
病
院
へ
の
移
転
に
伴
い
、
新
規
に

路
線
を
延
長
す
る
た
め
、
芦
屋
タ
ウ
ン

バ
ス
使
用
料
を
一
部
見
直
し
ま
す
。

◆
実
施
日
：
30
年
３
月
１
日

※
詳
細
は
広
報
あ
し
や
２
月
１
日
号
の

折
り
込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
新
病
院
へ
の
移
転
に
伴
い
、
所
在
地

を
変
更
し
ま
す
。

◆
所
在
地
：
芦
屋
町
大
字
山
鹿
２
８
３

　
番
地
７

　
所
管
委
員
会
で
審
査
不
十
分
の
た

め
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

※
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
Ｐ
７
臨
時
会

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

　
一
般
質
問
最
終
日
、
田
島
憲
道
議

員
か
ら
「
緊
急
な
事
案
が
発
生
し
て

い
る
状
況
に
お
い
て
、
所
管
委
員
会

の
貝
掛
俊
之
委
員
長
が
利
害
関
係
者

で
あ
る
た
め
、
今
後
の
再
発
防
止
策
を

審
議
す
る
上
で
、
公
平
性
を
欠
き
不
適

任
で
あ
る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
は
、

生
徒
指
導
上
の
問
題
を
速
や
か
に
各
関

係
機
関
と
解
決
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
自
ら
辞
任
す
る
意
思
が
感
じ
ら

れ
な
い
」
と
委
員
長
の
不
信
任
動
議
が

提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
貝
掛
議
員
は
こ
れ
を
重
く
受
け
止

め
、
辞
職
願
を
提
出
し
、
許
可
さ
れ
ま

し
た
。新
た
な
委
員
長
に
松
岡
泉
議
員
、

副
委
員
長
に
辻
本
一
夫
議
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

議
員
活
動
と
は
別
の
分
野
で
あ

る
。
議
会
に
持
ち
込
ん
だ
理
由

と
利
害
関
係
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

町
内
に
住
む
児
童
に
起
き
た
こ

と
で
、
再
発
、
再
犯
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
と
住
民
か
ら
の
要
望
で
あ

る
。
所
管
委
員
会
が
児
童
の
安
全
を
確

保
し
、
迅
速
な
対
策
の
実
現
の
た
め
、

再
発
防
止
策
を
審
議
す
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
利
害
関
係
者
が
そ
の
所

管
委
員
長
な
の
で
、
公
平
性
を
欠
き
不

適
任
で
あ
る
。

【
議
会
で
す
る
べ
き
話
で
は
な
い
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
尾
武
志
議
員

　
各
家
庭
の
話
を
議
員
と
し
て
持
ち
込

ん
で
は
い
け
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
を

議
会
に
出
し
て
は
い
け
な
い
。
こ
う
い

う
と
こ
ろ
で
、
こ
の
様
な
話
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
。

【
個
人
間
の
問
題
は
動
議
に
相
応
し
く

な
い
】　
　
　
　
　
　  

辻
本
一
夫
議
員

　
貝
掛
議
員
は
、
民
生
文
教
委
員
長
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
動
議
提
出
の

件
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
議
員
自
身
の
こ
と
で
は
な
く
、
家

族
間
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
弁
護
士
等

に
相
談
し
て
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。
議

員
は
公
人
で
あ
り
、
個
人
的
な
感
情
問

題
を
神
聖
な
議
場
に
持
ち
込
む
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
、

反
対
す
る
。

条　例

　
第
４
回
定
例
会
が
、
平
成
29
年
12
月
8
日
か
ら
20
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

条
例
、
補
正
予
算
、
意
見
書
な
ど
12
議
案
が
上
程
さ
れ
、
11
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
条
例
の
改
正

（
満
場
一
致
・
可
決
）

反
対
討
論

芦屋中央病院
３月 1 日オープン

地
方
独
立
行
政
法
人
芦
屋
中
央
病

院
定
款
の
変
更（

賛
成
多
数
・
可
決
）

事
務
分
掌
条
例
の
改
正　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
継
続
審
査
）

その他

民
生
文
教
常
任
委
員
長
不
信
任

動
議
　
　
　
　（
賛
成
多
数
・
可
決
）

反
対
討
論

地方独立行政法人
（診療開始：３月２日）

問答

新設の地方独立行政法人芦屋中央病院（H30.1 撮影）
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芦
屋
町
老
人
憩
の
家
の
指
定
管
理
者

を
指
定
し
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
：
芦
屋
町
社
会
福
祉
協

　
議
会

◆
指
定
期
間
：
30
年
４
月
１
日
か
ら
　

　
33
年
３
月
31
日
ま
で

　

指
定
管
理
者
を
社
会
福
祉
協
議

会
と
す
る
理
由
は
。

次
の
４
つ
の
理
由
に
よ
り
指
定

し
た
。

①
７
年
以
上
の
管
理
実
績
が
あ
る
。

②
利
用
者
の
評
価
が
高
い
。

③
地
域
社
会
福
祉
に
対
す
る
貢
献
が
認

　
め
ら
れ
る
。

④
選
定
委
員
会
の
承
認
を
得
て
い
る
。

　
家
族
従
業
者
の
自
家
労
賃
は
所
得

税
法
第
56
条
の
規
定
に
よ
り
、
必
要
経

費
と
し
て
認
め
ら
れ
て
な
い
。
世
界
の

主
要
国
で
は
「
自
家
労
賃
を
必
要
経

費
」
と
認
め
、
家
族
従
業
者
の
人
格
・

人
権
・
労
働
を
正
当
に
評
価
し
て
い

る
。
よ
っ
て
、
国
連
か
ら
の
勧
告
、
政

府
の
見
解
な
ど
か
ら
、
人
権
問
題
と
し

て
、
差
別
的
税
制
を
こ
れ
以
上
放
置
せ

ず
、
家
族
従
業
者
の
労
働
を
正
当
に
評

価
す
る
た
め
、
所
得
税
法
第
56
条
を
廃

止
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

56
条
を
廃
止
し
た
場
合
、
租
税

の
回
避
が
行
わ
れ
る
の
で
は
。

青
色
申
告
・
白
色
申
告
も
税
は

ち
ゃ
ん
と
納
め
る
の
が
原
則
で

あ
る
。
租
税
回
避
を
理
由
に
し
て
、
正

し
く
納
税
し
て
い
る
人
に
不
利
益
を

被
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

【
４
つ
の
点
か
ら
反
対
す
る
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
泉
議
員

①
56
条
は
、
恣
意
的
な
所
得
の
分
配
を

　
防
止
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

②
最
高
裁
判
例
と
し
て
、
56
条
の
合
理

　
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
憲

　
法
第
14
条
第
１
項
に
も
違
反
し
て
い

　
な
い
も
の
で
あ
る
。
　

③
56
条
を
廃
止
し
た
場
合
、
納
税
者
の

　
適
正
な
申
告
を
担
保
で
き
る
か
疑
問

　
で
あ
る
。

④
国
は
、
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
白
色

　
申
告
の
専
従
者
控
除
や
必
要
経
費
に

　
つ
い
て
も
見
直
し
、
検
討
す
る
こ
と

　
と
し
て
い
る
。

【
青
色
申
告
制
度
の
目
的
を
逸
脱
す
る
】

内
海
猛
年
議
員

　
57
条
に
よ
る
青
色
申
告
を
選
択
す
れ

ば
、
専
従
者
給
与
と
し
て
必
要
経
費
に

算
入
で
き
る
。
白
色
・
青
色
申
告
の
選

択
に
お
い
て
は
家
族
労
働
者
の
全
て
が

不
利
益
を
被
る
も
の
で
は
な
い
。
56
条

を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
青
色
申
告
制
度

の
役
割
と
目
的
を
逸
脱
す
る
。
青
色
申

告
制
度
の
普
及
を
促
進
し
、
納
税
者
間

の
公
平
を
保
つ
た
め
に
も
56
条
は
廃
止

す
べ
き
で
は
な
い
。

【
元
気
な
町
づ
く
り
に
支
障
と
な
る
56

条
は
廃
止
す
べ
き
】　

  

刀
根
正
幸
議
員

　
所
得
税
法
は
、
超
過
累
進
税
率
に
課

税
さ
れ
る
し
く
み
で
あ
る
。
現
行
の
税

法
は
長
年
放
置
さ
れ
、
56
条
を
据
え
置

い
た
場
合
、
低
所
得
者
の
増
税
に
つ
な

が
る
。

　
生
活
の
厳
し
い
方
が
適
正
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
な
形
に
す
る
た
め
、
56

条
は
廃
止
す
る
べ
き
で
あ
る
。

老人憩の家山鹿荘

問答

問 指
定
管
理
者
の
指
定　
　
　

　
　
　
　
　
　（
満
場
一
致
・
可
決
）

答

意見書

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

確定申告書（白色申告書）

所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め

る
意
見
書　

（
賛
成
多
数
・
可
決
）
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防犯カメラが設置される山小学童クラブ

老
朽
危
険
家
屋
等
解
体
補
助
金

は
、
29
年
度
で
終
了
す
る
が
、

そ
の
後
の
対
応
は
。

住
民
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
空
き
家

適
正
管
理
や
定
住
化
の
根
幹
と

な
る
制
度
の
た
め
、
33
年
３
月
ま
で
３

年
間
延
長
す
る
（
中
古
住
宅
解
体
後
の

新
築
住
宅
建
築
補
助
金
も
同
様
）。

柏
原
漁
港
泊
地
浚
渫
工
事
の
内

容
と
開
始
時
期
は
。

漁
港
の
機
能
保
全
計
画
に
基
づ

き
、
漁
船
係
留
エ
リ
ア
に
堆
積

し
た
土
砂
を
浚
渫
す
る
。
工
事
は
30
年

４
月
ま
た
は
５
月
か
ら
実
施
す
る
予

定
。
30
年
度
中
に
柏
原
漁
港
物
置
場
も

改
修
予
定
。

歳
出
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
が
再
度
、

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
総
支
出
額
は
。

25
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
約

８
０
０
０
万
円
、
そ
の
う
ち
約

４
０
０
０
万
円
は
町
が
負
担
。

【
国
が
人
々
に
番
号
を
つ
け
識
別
す
る

な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
】
妹
川
征
男
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
国
策
で
あ

る
た
め
、
各
自
治
体
は
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
人
格
と
尊

厳
を
持
つ
人
々
に
対
し
、
国
が
国
民

１
億
３
０
０
０
万
人
に
番
号
を
つ
け
識

別
す
る
、
ま
た
各
自
治
体
か
ら
総
事

業
費
の
う
ち
約
50
％
を
支
出
さ
せ
る

な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
。
芦
屋
町
の
場

合
、
総
事
業
費
は
25
年
度
よ
り
現
在
ま

で
約
８
０
０
０
万
円
。
そ
の
う
ち
約

４
０
０
０
万
円
は
町
税
で
あ
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
数
は
、
人
口

１
万
４
３
５
３
人
の
う
ち
１
４
１
３

枚
、発
行
率
は
僅
か
９
．
８
％
で
あ
る
。

補　正
予　算

補正のあった歳出の主な内容 補正額

人件費等 △９２０万円

老朽危険家屋等解体補助金（1件当たり最大 50 万円） 　３８０万円

社会保障・税番号制度データ標準レイアウト変更対応業務委託 　ー

マイナンバーカード等旧姓併記対応システム改修業務委託 　ー

山鹿小学校学童クラブ・子育て支援センター（東小学校学童クラブ）

防犯カメラ
　ー

柏原漁港泊地浚渫工事 　ー

　
歳
入
で
は
、
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
補
助
金
２
７
０
万
円
や
福

岡
県
漁
業
費
補
助
金
１
４
４
０
万

円
の
増
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
で
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
旧
姓
併
記
対
応
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
、
学
童

ク
ラ
ブ
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
、
柏

原
漁
港
泊
地
浚
渫
工
事
費
を
計
上

し
、
総
額
で
７
５
０
０
万
円
の
増

額
補
正
で
す
。

７
５
０
０
万
円
増
額

29
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　

総
額
80
億
８
７
０
０
万
円

問答問答

問答
反
対
討
論

浚渫工事が予定される柏原漁港泊地

一
般
会
計
補
正
予
算

（
賛
成
多
数
・
可
決
）
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【
住
民
生
活
を
守
る
た
め
の
必
要
な
予

算
の
計
上
で
あ
る
】　  

川
上
誠
一
議
員

　
今
回
の
補
正
予
算
の
中
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
関
連
す
る
予
算
が
あ
る

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は

情
報
漏
え
い
の
危
険
性
や
社
会
保
障
費

削
減
を
進
め
る
手
段
が
具
体
化
に
進
め

ら
れ
て
い
る
点
が
問
題
で
あ
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
そ
の
も
の
を
見
直
す
こ

と
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
し
か
し
、
補
正
予
算
は
老
朽
危
険
家

屋
等
解
体
補
助
金
や
柏
原
漁
港
泊
地
浚

渫
工
事
費
な
ど
住
民
生
活
を
守
る
た
め

の
必
要
な
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
点

か
ら
賛
成
す
る
。

　　

勝

舟

投

票

券

発

売

金

と

し

て

96
億
１
７
５
０
万
円
の
増
額
補
正
で

す
。

当
初
予
算
よ
り
20
％
も
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由
と
増

額
に
伴
う
収
益
は
。

電
話
投
票
、
協
力
場
、
プ
レ

ミ

ア

ム

Ｇ

Ⅰ
レ

デ

ィ

ー

ス

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
よ
る
売
り
上
げ
増

の
た
め
で
、
収
益
金
は
約
10
％
の

９
億
９
７
０
０
万
円
と
な
る
。

そ
の
収
益
金
の
使
途
は
。

収
益
金
の
８
割
を
建
設
改
良
積

立
金
、
２
割
を
利
益
積
立
金
と

し
て
積
み
立
て
る
予
定
で
あ
る
。

　

11
月
15
日
に
発
行
し
た
議
会
だ
よ

り
１
９
５
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

Ｐ
２
　
中
央
病
院
外
周
道
路
工
事
　

　
正
　
１
億
５
５
２
０
万
円

　
誤
　
５
４
９
０
万
円

Ｐ
7
　
補
正
予
算

中
古
住
宅
解
体
後
の
新
築
住
宅
建
築

補
助
金
　
　

　
正
　
２
０
０
万
円

　
誤
　
５
０
０
万
円

お
詫
び
と
訂
正

賛
成
討
論

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計

補
正
予
算　

　（
賛
成
多
数
・
可
決
）

問

答問答

12月定例会意見が分かれた議案の賛否一覧

　表決にあたり、意見が分かれた議案の賛否について掲載しています。掲載のない議案は、
満場一致で可決されました。

○賛成、×反対、退は退席、除は除斥を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
松
岡
今
田
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
川
上
松
上
横
尾
小
田

地方独立行政法人芦屋中央病院定款の一部変更 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 29 年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 29 年度モーターボート競走事業会計補正予算

（第１号）
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

所得税法第 56 条の廃止を求める意見書 × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × － ６ ５ 可決

民生文教常任委員長不信任の動議 × × ○ ○ ○ 除 ○ × 退 ○ × － ５ ４ 可決

議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。
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平
成
三
十
年
を
迎
え
、
町
議
会
を
代
表
い

た
し
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
な
元
旦
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
か
ら
町
議

会
に
対
し
、
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
相
次
ぐ
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ

サ
イ
ル
発
射
や
７
月
に
は
九
州
北
部
豪
雨
に

よ
り
福
岡
県
に
お
い
て
も
大
規
模
災
害
が
発

生
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
防
災
対
策
や
意

識
啓
発
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

　
地
方
自
治
体
は
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化

社
会
の
到
来
に
よ
る
人
口
減
少
問
題
や
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
自
然
災
害
へ
の
対

応
な
ど
、
直
面
す
る
数
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
町
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
議
員
一
人

一
人
が
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
十
分
に

認
識
し
、
審
議
能
力
、
政
策
立
案
能
力
の
強

化
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
町
議
会
の
一
層

の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
と
の
建

設
的
な
議
論
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
有
効

な
政
策
の
推
進
と
課
題
解
決
に
向
け
た
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
ど
も
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
一
年
余
り

と
な
り
ま
し
た
が
、
町
勢
発
展
と
住
民
福
祉

の
充
実
の
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ど
う
か
、
こ
の
一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て

幸
多
く
、実
り
豊
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

　
　
　
芦
屋
町
議
会

　
　
　
　
議
　
長
　
　
小
　
田
　
武
　
人

平
成
三
十
年
の
抱
負

　
　
　

行政報告
◆
要
望
先
：
芦
屋
基
地
司
令

◆
提
出
日
：
５
月
12
日

◆
要
望
内
容

・
滑
走
路
延
長
に
関
す
る
住
民
へ
の
説

　
明
（
新
た
な
方
向
性
が
定
ま
っ
た
場

　
合
の
速
や
か
な
説
明
）

・
災
害
発
生
時
の
緊
急
避
難
所
と
し
て

　
の
基
地
開
放

・
安
全
運
転
の
推
進

・
基
地
内
の
安
全
管
理

・
基
地
外
居
住
者
に
対
し
て
の
自
治
区

　
加
入
促
進
の
協
力
依
頼

・
基
地
内
外
居
住
者
の
町
各
種
行
事
へ

　
の
参
加

・
基
地
内
の
松
林
の
保
全

・
警
備
訓
練
の
実
施
場
所

・
地
元
消
費
の
拡
大

　

◆
要
望
先
：
九
州
防
衛
局

◆
提
出
日
：
10
月
13
日

◆
要
望
内
容

・
住
民
へ
滑
走
路
延
長
事
業
の
説
明

・
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
時
期
、
対
象

　
地
区
の
拡
大

・
空
調
機
器
や
防
音
建
具
機
能
復
旧
工

　
事
の
予
算
措
置
の
拡
大

・
テ
レ
ビ
受
信
料
半
額
補
助
対
象
区
域

　
の
拡
大

・
住
宅
防
音
区
域
外
（
山
鹿
地
区
）
の

　
騒
音
測
定

・
防
衛
省
管
轄
土
地
を
運
動
公
園
と
し

　
て
の
使
用
許
可

行
政
報
告
と
は
町
長
が
議

会
を
通
じ
て
町
の
重
要
な

問
題
の
経
過
等
を
住
民
に

報
告
す
る
も
の
で
す
。

芦
屋
基
地
等
へ
の
要
望
活
動

自衛隊航空祭の様子（H28.10.9 撮影）

１

第

回

撮影協力：芦屋ドルフィンフォトクラブ
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12
月
定
例
会

臨　

時　

会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

「芦屋港活性化推進室」を新設

　
29
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
本

町
職
員
の
給
料
お
よ
び
勤
勉
手
当
を
改

定
し
ま
す
。

◆
給
料
：
平
均
０
．
２
％
増
額

◆
勤
勉
手
当
：
０
．
１
月
分
増
額

※
継
続
審
査
の
議
案

　
地
方
創
生
推
進
や
地
域
課
題
解
決
の

た
め
組
織
機
構
等
を
見
直
し
ま
す
。

◆
施
行
：
30
年
4
月
1
日
か
ら

◆
改
正
内
容

・
芦
屋
港
活
性
化
推
進
室
を
新
設

・
地
域
づ
く
り
課
を
産
業
観
光
課
に
改

　
名

・ 

自
治
区
、
自
治
防
犯
、
消
費
者
行
政
、

　
空
き
家
対
策
等
に
関
す
る
事
項
を
環

　
境
住
宅
課
へ
移
管

　

【
地
方
創
生
へ
の
意
気
込
み
が
う
か
が

え
る
】　
　
　
　
　
　

 

貝
掛
俊
之
議
員

　
芦
屋
港
活
性
化
の
推
進
、
産
業
観
光

の
振
興
、
芦
屋
釜
の
振
興
な
ど
、
芦
屋

町
の
強
み
を
生
か
し
た
形
で
地
方
創
生

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　
地
域
振
興
係
を
環
境
住
宅
課
に
移
す

こ
と
で
窓
口
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
賛
成
す
る
。

【
定
着
し
た
名
称
を
な
く
す
必
要
が
あ

る
の
か
】　

　
　
　
　 
妹
川
征
男
議
員

　
町
の
最
大
の
課
題
は
、
「
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
」
と
「
自
治

区
加
入
率
低
下
現
象
の
ス
ト
ッ
プ
と
加

入
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
」
で
あ

る
。
地
域
づ
く
り
課
と
い
う
名
称
は
、

町
民
に
と
っ
て
な
じ
み
深
く
、
定
着
し

て
い
る
た
め
、
そ
の
名
称
を
な
く
し
、

産
業
観
光
課
に
す
る
必
要
は
な
い
。

補　正
予　算

条　例
～芦屋港レジャー港化に向けた推進体制整備を図る～

事
務
分
掌
条
例
の
改
正

　
　
　
　

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
改
正　
　

（
満
場
一
致
・
可
決
）

　歳入、歳出それぞれ５００万円の増額補正です。また、新

後水団地建設事業費は工期延長により、繰越明許の措置をし

ています。歳入では財政調整基金繰入金を増額計上し、歳出

では芦屋中学校手摺取付工事費と給与改定に伴う町職員給料

等を増額計上しています。　　　　　　　（満場一致・可決）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
松
岡
今
田
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
川
上
松
上
横
尾
小
田

事務分掌条例の改正 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ９ ２ 可決

時

臨

会

１

第

回

　
第
１
回
臨
時
会
が
　
　
平
成
30
年
１
月
26
日
に
１
日
の
会
期
　
　
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
12
月

定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た
事
務
分
掌
条
例
の
改
正
や
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

改
正
、
補
正
予
算
な
ど
４
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

新後水団地の工事完了が３カ月延長と

なったが、下請け業者に対する補償は。

長雨などによってコンクリートの打設

ができなかったことなどが理由で、町

の責任で工期延長となったわけではないた

め、下請業者へ補償することはない。

答

問

建設工事途中の新後水団地（H30.1 撮影）

※注１：繰越明許

年度内に支出が終わらないと見込まれる予算を議会の議決

を得て、翌年度に繰り越して支出できるようにする制度

注１

　○賛成、×反対を表しています。

議会だよりあしやです⑦ 平成 30 年 2月 15 日　第 196 号



一般質問 町政を問う
　12 月 12、13 日に議員７人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等につい

て所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。質問する議員は、事前に質問通告書

を提出し、本会議において１人 60分の制限時間内で質問を行っています。

　議会だよりでは、質問した議員が自ら記事を作り掲載していますが、紙面の都合上、要約して

います。一般質問の会議録は、議会事務局や芦屋町ホームページで閲覧できます。

ページ 質問議員 質問事項

９ 松岡 　泉
◎教育環境の整備

◎広域連携

10 川上 誠一

◎プレミアム付商品券等

○下水道事業

○マイレージ ･ポイント制度

11 辻本 一夫 ◎産業の振興策

12 刀根 正幸 ◎元気なまちづくりにおける自治区加入率向上等

13 今田 勝正

◎国民宿舎経営の将来展望

◎役場職員の休職

○ 5月にマリンテラスであった給湯配管の破損事故

14 妹川 征男
◎住民参画まちづくり条例および住民参画推進会議

◎はまゆう団地前の道路のり面工事

15 田島 憲道
◎子どもたちの安心・安全を守ること

○芦屋町の「働き方改革」

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

議会だよりあしやです ⑧  平成 30 年 2月 15 日　第 196 号
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７人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学
校
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
や
災
害
時

の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
、
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
で
は
。

学
校
は
、
災
害
時
に
住
民

の
一
時
的
な
使
用
施
設
と

し
て
有
効
で
あ
る
。
全
体
的
な
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
、
財
源
の
確
保
も
あ

る
の
で
、今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
シ
ス
テ
ム
完

了
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
は
。

ひ
と
ま
ず
、
30
年
度
は
４

校
全
て
の
普
通
教
室
と
特

別
支
援
教
室
な
ど
に
電
子
黒
板
を
導

入
し
た
い
。
31
年
度
以
降
の
方
針
は

現
在
検
討
中
で
あ
る
。

町
長
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
導
入

に
あ
た
っ
て
の
気
概
は
。

自
治
体
首
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
必
要
な
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
を
導
入
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

北
九
州
市
と
の
連
携
に
関

わ
る
下
水
道
事
業
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
状
況
は
。

現
在
、
北
九
州
市
と
広
域

連
携
時
の
条
件
を
確
認
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
。事
業
完
了
は
、

29
年
度
末
を
見
込
ん
で
い
る
。

近
隣
市
町
と
の
公
共
施
設

の
相
互
利
用
や
共
同
運
用

は
、
町
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
陥
っ

た
場
合
か
。

建
て
替
え
な
ど
で
、
財
源

が
確
保
で
き
な
い
場
合
や
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
効
率
的
な
行

政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
場
合
等
。

町
の
発
展
の
た
め
、
今
後

の
広
域
連
携
の
方
向
性
は
。

他
自
治
体
と
の
簡
素
で
効

率
的
な
広
域
連
携
が
重
要

で
あ
る
。
北
九
州
市
と
の
連
携
ビ

ジ
ョ
ン
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
事
業

で
ど
の
よ
う
な
市
町
と
連
携
で
き
る

の
か
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

他
自
治
体
と
の
連
携
の
た

め
の
基
盤
づ
く
り
に
、
今

か
ら
着
手
す
べ
き
で
は
。

財
政
的
に
緊
迫
し
て
く
れ

ば
、
真
剣
に
議
論
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
い
ず
れ
は
来

る
。
他
の
首
長
と
も
公
式
、
非
公
式

な
が
ら
、
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

町長のＩＣＴ教育導入にあたっ
ての気概は

子どもたちのため、競艇事業収益
を活用し、導入していく

町長
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長
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長
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おか
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携
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プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販

売
完
了
ま
で
の
日
数
は
。

今
年
の
６
月
販
売
の
商
品

券
は
完
売
ま
で
83
日
間
か

か
っ
て
い
る
。

当
初
は
短
期
間
で
売
れ
て

い
た
が
、
最
近
は
長
期
間

か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
来
年

度
は
ど
う
す
る
の
か
。

商
工
会
か
ら
は
減
額
の
要

望
が
出
て
い
る
が
、
29
年

度
と
同
額
の
７
０
０
０
万
円
の
発
行

と
回
答
し
て
い
る
。

他
町
で
は
短
期
間
に
完
売

し
て
い
る
。
芦
屋
町
で
も
、

短
期
で
売
り
切
る
方
策
を
提
案
し
て

い
る
の
か
。

商
品
券
の
発
売
時
期
の
検

討
と
事
業
者
の
販
売
促
進

を
お
願
い
し
て
い
る
。

事
業
者
と
一
緒
に
課
題
を

克
服
し
、
軌
道
に
乗
る
手

助
け
を
す
る
べ
き
。
制
約
増
加
も
完

売
の
期
間
に
影
響
し
て
い
る
の
か
。

不
正
の
問
題
や
事
業
・
商

品
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、

制
約
が
増
え
、
不
便
に
な
っ
た
こ
と

も
、
長
期
に
な
る
要
因
と
考
え
る
。

町
で
は
出
産
祝
い
金
を
商

品
券
で
補
助
し
て
い
る
が
、

ベ
ビ
ー
用
品
を
販
売
し
て
い
る
店
舗

で
使
え
な
い
と
の
声
が
あ
る
。
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
を
含
め
、
使
え
る
よ

う
に
す
べ
き
で
は
。

換
金
手
数
料
の
問
題
が
あ

る
。
商
工
会
な
ど
関
係
者

の
声
を
聴
き
対
応
し
た
い
。

店
舗
の
経
営
方
針
が
一
番

の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
と

そ
の
店
舗
に
集
中
し
て
、
個
店
に
影

響
す
る
こ
と
に
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
は
、

商
工
会
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分

や
事
務
費
の
負
担
金
が
発
生
す
る
。

負
担
金
を
援
助
す
る
自
治
体
も
あ

る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
率
に
つ
い
て
も
現

在
、
15
や
20
％
で
行
っ
て
い
る
町
が

あ
る
が
、
検
討
す
べ
き
で
は
。

プ
レ
ミ
ア
ム
率
も
今
は

10
％
で
は
魅
力
が
な
い
と

考
え
る
。
商
工
会
で
よ
く
研
究
し
、

活
性
化
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
行

政
は
あ
く
ま
で
も
手
助
け
を
行
う
と

い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
。

町
長
か
ら
も
プ
レ
ミ
ア
ム

率
の
見
直
し
の
発
言
も
あ

り
、
今
後
、
商
工
会
と
検
討
し
た
い
。

町長からも見直しの発言があり、
今後、商工会と検討したい

地域づくり課長

商工会のプレミアム商品券販売風景
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市街地活性化への取り組みで改
善すべき点は何か

補助対象の地域や業種、販路の
確保、付加価値の付け方など

地域づくり課長

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
町

の
発
展
は
、
産
業
振
興
が

基
本
で
あ
る
が
、
人
口
の
減
少
、
少

子
高
齢
化
に
よ
り
消
費
の
低
迷
に
拍

車
が
掛
か
っ
て
い
る
。
町
は
空
き
店

舗
活
用
事
業
や
地
域
振
興
券
発
行
事

業
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

の
実
績
と
課
題
は
。

中
小
企
業
の
新
た
な
事
業

の
創
出
や
後
継
者
の
新
分

野
へ
の
挑
戦
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
課
題
は
補
助
対
象
の
区
域
や

業
種
、
販
路
の
確
保
、
付
加
価
値
の

付
け
方
な
ど
で
あ
る
。

空
き
店
舗
活
用
事
業
は
、

対
象
地
域
を
拡
大
し
、
空

き
家
も
利
用
可
能
に
す
べ
き
で
は
。

対
象
地
域
の
拡
大
や
空
き

家
の
利
活
用
も
検
討
中
。

２
０
０
万
円
の
補
助
金
に

魅
力
が
あ
る
創
業
等
促
進

支
援
事
業
は
29
年
度
ま
で
と
な
っ
て

い
る
が
、
期
限
延
長
の
考
え
は
。

要
綱
で
期
限
が
定
め
て
あ

る
。
区
域
の
問
題
も
あ
る

が
、魅
力
あ
る
要
綱
に
見
直
し
た
い
。

「
ス
ー
パ
ー
は
ま
ゆ
う
」
の

誘
致
は
、
商
店
街
の
活
性

化
策
と
し
て
の
呼
び
水
的
な
支
援
策

で
あ
る
が
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
課
題
は
。

ス
ー
パ
ー
に
は
お
客
さ
ん

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
商
店
街
へ
の
誘
導
は
で
き
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
空
き
店
舗
活
用

や
商
品
券
発
行
等
の
事
業
に
よ
る
地

域
の
消
費
喚
起
及
び
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
わ
ら
サ
ミ
ッ
ト
は
話
題

に
な
っ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト

で
終
わ
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展

開
す
べ
き
で
は
。

そ
の
波
及
事
業
で
町
内
飲

食
店
で
特
産
品
メ
ニ
ュ
ー

を
出
し
た
が
芳
し
く
な
か
っ
た
。
ブ

ラ
ン
ド
を
高
め
る
に
は
、
飲
食
店
に

限
ら
ず
漁
師
の
盛
り
上
が
り
も
重
要

で
あ
る
。特

産
品
開
発
は
成
果
が
出

て
い
る
が
、
一
業
者
で
の

販
路
拡
大
に
は
限
界
が
あ
る
。
各
団

体
の
「
○
○
協
議
会
」
の
考
え
は
。

特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
芦
屋
ブ
ラ
ン
ド
認
定

制
度
等
々
の
動
き
が
あ
る
の
で
、
今

の
組
織
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

町の中心市街地
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27
年
度
と
29
年
度
の
人
口

と
自
治
区
の
加
入
状
況
は
。

人

口

は

27

年

度

で

１
万
４
４
８
０
人
、
29
年

度
で
１
万
４
１
６
６
人
。
加
入
率
は

６
０
．
５
％
か
ら
５
８
．
５
％
と

２
％
程
度
減
少
。人
口
増
加
に
向
け
、

各
種
の
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
地
区

に
よ
っ
て
増
加
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

地
区
の
活
性
化
に
は
各
団

体
の
活
動
が
関
係
す
る
。

そ
れ
ら
の
団
体
の
概
要
は
。

子
ど
も
会
で
は
、
19
年
度

に
23
自
治
区
８
０
２
人
。

29
年
度
は
９
自
治
区
２
５
８
人
。
婦

人
会
で
は
、
15
年
度
に
10
支
部
、
会

員
数
３
３
５
人
。
現
在
は
、
２
地
区

の
支
部
と
会
員
数
60
人
に
減
っ
て
い

る
。
加
入
促
進
に
向
け
た
、
広
報
宣

伝
、
啓
発
活
動
を
充
実
し
て
い
く
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
上
部
団
体
加
入

数
が
18
地
区
あ
り
、活
動
し
て
い
る
。

単
位
老
人
会
と
の
意
見
交
換
や
勧
誘

チ
ラ
シ
で
活
動
を
周
知
さ
せ
、
会
員

の
獲
得
に
向
け
、取
り
組
ん
で
い
る
。

各
団
体
の
加
入
促
進
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
任
せ
て

い
る
が
、
わ
か
り
に
く
い
状
況
で
あ

る
。
ベ
ー
ス
を
つ
く
り
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

子
ど
も
会
は
き
ち
ん
と
整

理
で
き
て
い
る
。

　
婦
人
会
へ
の
年
齢
制
限
等
の
導
入

は
慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
区
に

よ
っ
て
特
色
が
あ
り
、
そ
の
考
え
方

を
尊
重
し
た
上
で
、
支
援
を
行
う
。

　
町
に
は
発
足
し
て
４
年
目
の
自
治

区
担
当
職
員
制
度
が
あ
り
、
こ
の
制

度
は
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
。
30

年
４
月
か
ら
ス
テ
ッ
プ
３
に
入
り
、

３
つ
の
モ
デ
ル
自
治
区
で
、
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
策
定
す
る
。
そ
の
モ
デ

ル
が
他
の
自
治
区
に
波
及
し
て
い
く

も
の
と
考
え
る
。

元
気
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

現
在
、
職
員
と
区
長
会
の

皆
さ
ん
と
で
自
治
区
活
性

化
促
進
会
議
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
協
議
し
て
い

く
こ
と
が
一
番
良
い
と
考
え
る
。

魅力ある元気なまちづくりに、
地域ビジョンの作成が必要では

地区の実情に沿い自治区活性化促
進会議の中で協議し、解決する

企画政策課長
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国民宿舎の民間への譲渡はどの
ように考えているのか

民間に譲渡することは聞いていな
いため答弁できない

町長

30
年
１
月
３
日
か
ら
４
月

７
日
ま
で
の
休
館
中
の
人

件
費
の
補
償
内
容
は
。

補
償
内
容
に
つ
い
て
は
、

弁
護
士
と
相
談
し
、
グ
リ
ー

ン
ハ
ウ
ス
と
協
議
中
で
あ
る
。ま
た
、

従
業
員
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
と
従
業
員
と
の
労
使

間
の
問
題
と
考
え
る
。

33
年
度
以
降
の
国
民
宿
舎

特
別
会
計
に
お
け
る
財
政

計
画
の
見
通
し
は
。

大
規
模
改
修
工
事
は
30
年

で
お
お
む
ね
終
了
し
、
国

民
宿
舎
建
設
に
お
け
る
起
債
の
元
金

お
よ
び
利
子
の
償
還
も
完
了
し
て
い

る
た
め
、
歳
入
・
歳
出
の
主
な
も
の

と
し
て
は
、
指
定
管
理
者
納
入
金
と

な
っ
て
い
る
。

国
民
宿
舎
の
役
割
展
望
と

民
間
へ
の
譲
渡
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

国
民
宿
舎
は
響
灘
に
面
し

た
風
光
明
媚
な
自
然
環
境

に
位
置
し
て
お
り
、
町
の
観
光
の
拠

点
と
し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
楽

し
み
な
が
ら
利
用
で
き
る
保
健
休
養

施
設
と
し
て
考
え
る
。

国
民
宿
舎
を
民
間
に
譲
渡

す
る
こ
と
は
聞
い
て
い
な

い
た
め
答
弁
で
き
な
い
。

現
在
の
休
職
者
数
と
そ
の

状
況
は
。
年
度
別
の
休
職

者
数
も
併
せ
て
伺
う
。

12
月
１
日
現
在
で
５
名
。

そ
の
う
ち
、
療
養
の
た
め

の
休
暇
お
よ
び
休
職
期
間
が
１
年
以

上
は
３
名
、
１
年
未
満
は
２
名
。

　
年
度
別
で
は
、
25
年
３
月
末
で
１

名
、
26
年
３
月
末
で
２
名
、
27
年
３

月
末
で
２
名
、28
年
３
月
末
で
３
名
、

29
年
２
月
末
で
６
名
。

職
場
へ
の
復
帰
支
援
と
改

善
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

心
の
健
康
の
問
題
に
よ
り

休
職
ま
た
は
病
気
休
暇
を

取
得
し
て
い
る
職
員
の
職
場
復
帰
支

援
に
つ
い
て
は
、
以
前
は
主
治
医
の

診
断
書
の
み
で
職
場
復
帰
の
可
否
を

判
断
し
て
い
た
が
、
28
年
度
に
策
定

し
た
職
員
復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
実

施
要
綱
に
基
づ
き
、
職
場
復
帰
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

国民宿舎マリンテラスあしや
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芦
屋
町
住
民
参
画
ま
ち
づ

く
り
条
例
が
平
成
19
年
に

制
定
さ
れ
て
い
る
が
、何
の
た
め
か
。

地
方
分
権
の
時
代
に
お
い

て
、
自
ら
の
町
の
こ
と
は

自
ら
考
え
、
住
民
の
持
つ
知
識
や
知

恵
、
感
性
が
生
か
さ
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
。

条
例
の
中
に
「
町
と
住
民

と
が
情
報
を
共
有
し
」
と

あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

町
が
持
っ
て
い
る
情
報
を

住
民
に
公
表
し
、
情
報
を

共
有
す
る
と
い
う
考
え
。

情
報
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
あ

な
た
と
町
を
つ
な
ぐ
本
に

は
、「
一
方
通
行
の
情
報
提
供
で
は

単
な
る
伝
達
に
過
ぎ
ず
、
知
ら
せ
る

だ
け
で
は
情
報
の
共
有
と
は
言
え
な

い
」
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
町
政
を

考
え
る
と
、
情
報
の
共
有
が
な
さ
れ

て
い
る
と
は
思
え
な
い
が
ど
う
か
。

第
５
次
総
合
振
興
計
画
は

業
務
上
、
町
職
員
の
意
識

改
革
に
努
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
住

民
の
参
画
を
促
進
す
る
も
の
と
し
て

お
り
、
自
治
区
担
当
職
員
制
度
で
全

職
員
が
参
加
し
て
い
る
の
で
、
理
解

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

28
年
９
月
の
住
民
参
画
推

進
会
議
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い

な
が
ら
、今
日
ま
で
放
置
し
て
い
る
。

町
の
信
用
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
て
い

る
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

日
程
や
内
容
な
ど
具
体
的

な
も
の
が
決
定
さ
れ
て
い

な
い
。
再
度
協
議
し
た
い
。

は
ま
ゆ
う
団
地
前
の
農
業

用
水
路
と
歩
道
間
の
土
手

の
り
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に
す

る
計
画
は
、い
つ
誰
が
判
断
し
た
か
。

29
年
３
月
、
町
の
政
策
会

議
で
決
定
し
た
。

「
情
報
を
公
表
し
、
情
報
を

共
有
す
る
」
と
の
理
念
に

立
つ
な
ら
ば
、
町
は
決
定
す
る
前
に

地
域
住
民
に
説
明
し
共
有
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。

事
務
の
都
合
に
よ
り
、
説

明
す
る
必
要
は
な
い
と
判

断
。
た
だ
議
員
の
指
摘
後
、
住
民
の

意
向
を
聞
い
て
最
終
的
に
判
断
し

た
。
御
理
解
願
い
た
い
。

決定する前に情報を公表し、共
有すべきではなかったか

事務の都合により、説明する必要
はないと判断した

副町長

約６００ｍのコンクリート張りが計画されているのり面
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会
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深夜に徘徊する青少年がいる
が、町は把握しているか

情報共有を行い、夜間巡回等を実
施し、監視している

生涯学習課長

町
内
で
の
幼
児
虐
待
、
ひ

き
逃
げ
、
窃
盗
や
放
火
等

の
報
道
も
多
く
、大
変
心
配
で
あ
る
。

薬
物
使
用
の
痕
跡
が
町
内
で
発
見
さ

れ
た
。
ま
た
、
不
審
者
や
不
審
火
等

が
身
近
な
問
題
と
し
て
あ
る
こ
と
に

脅
威
を
感
じ
る
。
ど
の
よ
う
に
子
ど

も
た
ち
を
守
っ
て
い
く
の
か
。

春
と
秋
の
交
通
安
全
運
動

で
は
、
正
門
町
交
差
点
付
近

に
て
、
通
行
す
る
自
家
用
車
の
方
々

に
交
通
安
全
の
啓
発
を
実
施
し
た
。

登
校
時
に
は
、
町
内
12
カ
所
で
交
通

安
全
指
導
お
よ
び
見
守
り
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
毎
月
１
回
、
折
尾
警

察
署
と
自
治
区
と
協
働
で
夜
間
に
防

犯
巡
回
指
導
を
行
い
、町
民
の
安
心
・

安
全
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
る
。

　
不
審
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
朝
の

校
門
で
の
教
職
員
・
生
徒
会
役
員
に

よ
る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
実
施
。

　
学
校
施
設
で
は
特
に
死
角
と
な
る

箇
所
等
の
校
内
巡
回
を
適
宜
行
い
、

全
職
員
に
よ
り
学
期
に
１
回
、
安
全

点
検
を
実
施
。
ま
た
、
危
険
の
早
期

発
見
、
情
報
収
集
を
行
う
た
め
、
中

学
校
で
は
生
徒
に
対
し
、
学
校
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
を
月
に
１
回
、
教
育
相

談
を
学
期
に
１
回
実
施
。
家
庭
と
の

連
携
を
密
に
図
る
た
め
、学
級
通
信
、

学
校
通
信
等
を
発
行
。
不
審
者
情
報

な
ど
は
、
学
校
安
心
メ
ー
ル
に
よ
る

一
斉
連
絡
等
を
実
施
。
薬
物
等
の
悪

影
響
に
関
す
る
啓
発
の
た
め
に
、
警

察
機
関
等
と
連
携
し
て
の
生
徒
対
象

の
薬
物
乱
用
防
止
講
演
会
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

こ
の
夏
の
深
夜
に
、
徘
徊

す
る
青
少
年
を
何
度
も
見

か
け
た
。町
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

私
は
、
子
ど
も
が
い
る
と
声
を
か
け

る
。「
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
は
、知
っ

て
い
る
の
？
」
と
「
う
ん
、大
丈
夫
」

と
そ
の
子
は
答
え
る
。
御
両
親
は
、

寝
て
い
て
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
町
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

地
域
の
方
か
ら
、
若
者
が

店
舗
の
駐
車
場
に
集
ま
っ

て
騒
い
だ
り
、
公
園
に
は
タ
バ
コ
の

吸
殻
や
酒
ビ
ン
と
見
ら
れ
る
ガ
ラ
ス

破
片
が
散
乱
し
て
い
る
と
の
連
絡
は

数
件
あ
っ
た
。
関
係
者
か
ら
の
情
報

収
集
に
努
め
、
状
況
に
応
じ
て
自
治

区
や
学
校
、
自
治
防
犯
組
合
な
ど
町

内
関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
行
う
と

と
も
に
、
夜
間
巡
回
時
に
指
摘
箇
所

を
重
点
的
に
回
る
な
ど
状
況
把
握
・

監
視
を
行
っ
て
い
る
。

福岡県薬物乱用防止啓発サイトホームページより

 
課 
長

 

議 

員
 

課 

長

 

議 

員

12
月
定
例
会

臨
　
時
　
会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

田
た

島
じま

憲
けん

道
どう

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
を
守
る
こ
と

議会だよりあしやです⑮ 平成 30 年 2月 15 日　第 196 号



12
月
定
例
会

臨
　
時
　
会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

総務財政常任委員会・行政視察レポート

上越市

　子ども権利条例には、市内で起きた中学生の自殺

問題を発端に、子どもが安心して生きる権利、自信

を持って生きる権利、知らされる権利等を掲げてい

る。具体化するため、実施事業には「こどもホット

ライン」や「いじめ電話相談」、「あんしんコールセ

ンター」などがあり、子どもが気軽に相談できる開

かれた相談窓口を目指してる。学校では各学年で権

利テキスト「えがお」を使い、子どもの権利を学ん

でいる。子ども自身が自らの権利を理解し、他の子

供の権利を尊重して、さらに人を思いやる心を育て

る「子ども権利条例」を芦屋町でも制定することが

必要だと感じた。

箕輪町・南箕輪村

　箕輪町の「みのわ健康アカデミー」について見学

と説明を受け、健康ポイント制度の取り組みの状況

を視察した。また、南箕輪村は「子育て日本一の村」

と称され、人口が増え、子どもが増加している自治

体であり、「南箕輪村子ども館」や保育所の建設を

進め、子育て

支援に力を入

れている取り

組みが参考に

なった。

入間市　
　入間市と入間基地

は、航空祭、納涼祭

や防災訓練を通じて

の交流が行われてい

る。現在、留保地 (米

軍跡地）の利用計画

が進行中で、市民の

ための災害時の避難場所や日常の自衛隊施設利用を

含めた検討が行われている。

　芦屋町は、災害時の避難場所としての利用を芦屋

基地に要望している。施設の利用を含めた支援の可

能性も、推進していきたい。

川越市

　古い町並みが観光客を魅了している。埼玉県が台

湾からの観光客を誘致していることもあり、案内所

で台湾人観光客に遭遇した。多彩なイベント企画や

統一された景観は、地元観光振興協議会の団結と実

行力のたまものだろう。観光振興関係者の結びつき

の必要性を改めて感

じた。芦屋町でも、

観光振興関係者の団

結を更に強固にして

いきたいと考える。

行政と基地との連携

行政視察①

行政視察②

◆日　程：１１月２８日から１１月３０日

◆視察先：埼玉県入間市役所、入間基地、全国モーターボート競走施行者協議会ほか

◆視察者：横尾武志・辻本一夫・貝掛俊之・内海猛年・松岡泉

◆日　程：１０月２３日から１０月２５日

◆視察先：長野県箕輪町役場、南箕輪村役場、新潟県上越市役所ほか

◆視察者：松上宏幸・川上誠一・小田武人・田島憲道

子育て支援事業

南箕輪村子ども館視察風景

入間市視察風景

川越市の景観

議会だよりあしやです ⑯平成 30 年 2月 15 日　第 196 号
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総務財政常任委員会・行政視察レポート
委員会視察とは・・・

各３常任委員会（総務財政・民生文教・議会広報）が、先進地を視察し、

町の発展について学習してくることです。

行政視察とは・・・

議員２名以上で、所属する委員会とは関係なく先進

地を視察することです。２年に１度行い、町の発展

のために学習しています。

盛岡市議会

26 年に「盛岡市議会災害時における対応の指針」

を制定している。指針における主な基本姿勢として、

①当局が災害対応に専念できるよう必要な協力、支

援を行う②国、県及び関係機関に対し、適時適切な

要望活動を行い、当局の復旧・復興の取り組みを支

援する③議員、職員、庁舎自体も被災することが想

定されることから、状況に応じて、速やかに通信手

段の確保を図ることが規定されている。

　この指針は、東日本大震災の経験を踏まえ制定さ

れており、芦

屋町議会にお

いても、非常

に参考になる

取り組みであ

ると考える。

仙台市

仙台市下水道事業

は明治 32 年に着工

し、東京、大阪に

次いで国内で 3 番

目に古く、普及率

は 99.6 ％である。

市では施設の老朽

化に伴う計画的な維持管理や資源の有効活用を図る

ため、「下水道アセットマネジメント」を導入して

いる。平成 25 年度に本格運用を開始し、事業が抱

えるリスクを適正にコントロールしつつ、コストの

削減、設備故障や道路陥没事故の削減といったパ

フォーマンス向上が図られている。芦屋町とは規模

は違うが、アセットマネジメントの基本的な考え方

は、今後の芦屋町の下水道事業において、参考にす

る必要があると感じた。

注３

総務財政常任委員会視察

◆日　程：１０月３１日から１１月２日

◆視察先：岩手県盛岡市議会、宮城県仙台市議会、ボートレース戸田

◆視察者：松上宏幸・今田勝正・小田武人・田島憲道・妹川征男

災害時の議会の対応

仙台市視察風景

盛岡市視察風景
※注３：アセットマネジメント

資産管理
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　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。また、

本会議は役場１階ロビーでライブ中継をしています。
※�日程は変更になる場合があり、最終決定は２月下旬に開かれる議

会運営員会で行われます。傍聴を希望する方は議会事務局にお問

い合わせください。　（℡ 223-3579）

次回の定例会は３月２日開会予定

議会を傍聴してみませんか？

町かど

インタビュー

議会録画中継スタート
　議会の録画中継を３月定例会から開始し

ます。詳しくは、芦屋町ホームページをご

覧ください。

町ホームページ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

チャレンジショップに応募した

きっかけは？

以前から多くの方々と触れ合えるお店を持ち

たいという夢がありました。その夢を現実へ

と導いてくれたのが芦屋町でした。

芦屋海岸の可能性は？

芦屋町の海は他地域から見れば大きな可能性を

秘めた魅力的な場所です。

　夏場の海岸も今以上の集客の可能性があり、

冬場においても広駐車場を利用して友好的か

つ、定期的に活用することによって、より魅力

あるところになると思っています。

芦屋町について何か思うことは？

私は芦屋町民ではありませんが、もっと人々

が集まる魅力ある町にしたいと思います。 Ａ

Ａ

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
オ
ー
ナ
ー
の
塚
本
基
樹
さ
ん

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
は
２
人
の
日

本
に
関
係
す
る
人
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
１
人
は
広
島
で

被
爆
し
、
平
和
賞
を
受
賞
さ

れ
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
サ
ー
ロ
節

子
さ
ん
。
壇
上
で
凄
惨
な
被

爆
体
験
を
語
り
、「
諦
め
る

な
。
光
に
向
か
っ
て
這
っ
て

い
け
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
も
う
１
人
は
文
学
賞
を

受
賞
し
た
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ

ロ
さ
ん
。
長
崎
で
被
爆
し
た

母
親
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
平

和
を
促
進
す
る
賞
だ
と
教
え

ら
れ
た
と
語
り
、
受
賞
の
喜

び
を
「
人
類
の
進
歩
へ
の
貢

献
」
と
表
現
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
未
来
に
「
核
も

戦
争
も
な
い
世
界
を
」
と
強

く
意
識
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
川
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室

町のチャレンジショップ事業として、２９年度に

アクアシアンレジャープール横にオープンした

コーヒーとテイクアウトのお店ＨＡＳＡＭＩＹＡ

のオーナーに芦屋町について尋ねました。
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